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１．研究成果の概要 

青森県小川原湖では 2009 年に全長 20m のボーリングコアの中心として 6 本のボーリングコアが採取されて

おり、年代測定等各種分析が進められている。湖底に堆積する物質中の元素の比率を調べることで過去の堆積

環境を知ることが可能であり、特に炭素(C)、窒素(N)、硫黄(S)の分析から流入河川の状態や海水の流入などを

推測することができる。本研究では、湖底堆積物の供給源である流入河川の流域の表層堆積物の CNS 元素分

析を実施し、小川原湖への湖底堆積物への影響を図る基礎データを採取することとした。 

2024 年 5 月 17 日から 19 日にかけて青森県小川原湖周辺および主な流入河川である高瀬川と砂土路川流域に

て表層堆積物の採取を行った。サンプル採取範囲は、七戸町の天間ダム、和田ダムから十和田市、三沢市の太

平洋沿岸までで、合計 30 地点である。サンプル採取と同時に、周辺の地形、地質、植生の観察を行い、各地

点の環境を記録した。 

採取されたサンプルは本学にて冷凍保存し、真空凍結乾燥機にて乾燥後にすり潰し作業を行った。CNS 元素

分析は 2025 年度中に静岡県立ふじのくに地球環境史ミュージアムにて実施する予定である。 

 

２．著書・論文・学会発表等 

（できるだけご記入ください。査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

なし 

 

【著書・論文（査読なし）】 

なし 

 

【学会発表等】 

なし 

 

３．主な経費 

5 月に実施した小川原湖での現地調査にかかわる出張経費として使用した。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 


